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（1）2019年2月15日 （毎月3回5・15・25日発行） 兵庫保険医新聞 （昭和43年6月12日第三種郵便物認可 年間購読料 12，000円）号外

講師を務める伊賀先生（左）と司会を務める樽岡氏（右）

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
２
０
１
８
年
12
月
１
日
に

保
険
医
協
会
会
議
室
で
第
７
回
フ
ァ
イ
ア
サ
イ
ド
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
。
「
Ｃ
Ｔ
検
査
‐
多

い
被
曝
量
と
、
偶
然
見
つ
か
っ
た
病
変
の
対
処
」

を
テ
ー
マ
に
西
宮
市
・
伊
賀
内
科
循
環
器
科
の
伊

賀
幹
二
先
生
が
講
師
、
西
宮
市
・
医
療
法
人
明
和

病
院
診
療
放
射
線
技
師
・
放
射
線
取
扱
主
任
者
の

樽
岡
照
知
氏
が
司
会
を
務
め
、
医
師
・
メ
デ
ィ
カ

ル
ス
タ
ッ
フ
ら
11
人
が
参
加
し
た
。
司
会
の
樽
岡

氏
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

今
回
、
講
師
を
お
務
め
く
だ
さ
り
ま
し
た
伊
賀

幹
二
先
生
に
は
、
①
あ
ま
り
に
も
不
用
意
に
実
施

さ
れ
る
エ
ッ
ク
ス
線
Ｃ
Ｔ
検
査
の
現
状
と
そ
の
放

射
線
被
曝
の
危
険
性
、
②
想
定
外
あ
る
い
は
目
的

外
の
重
大
所
見
が
見
落
と
さ
れ
て
い
る
現
状
に
つ

い
て
ご
参
集
の
先
生
方
に
ご
意
見
を
求
め
ら
れ
ま

し
た
。

①
に
関
し
て
は
、
「
外
来
、
入
院
、
退
院
前
と

そ
の
都
度
あ
る
い
は
念
の
た
め
、
時
に
は
虫
垂
炎

で
さ
え
も
真
っ
先
に
Ｃ
Ｔ
検
査
を
し
て
し
ま
う
現

状
、
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
不
用
意
で
は
な
い
か
」
、

「
そ
の
線
量
、
閾
値
、
影
響
に
つ
い
て
広
島
・
長

崎
の
コ
ホ
ー
ト
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
反
映

す
べ
き
」
、
「
放
射
線
診
断
の
適
否
は
あ
ら
ゆ
る

患
者
背
景
を
鑑
み
て
決
め
る
べ
き
で
あ
り
、
一

様
に
危
な
い
と
決
め
つ
け
る
の
は
お
か
し
い
」

な
ど
、
功
と
罪
の
双
方
向
か
ら
率
直
な
ご
意
見

を
先
生
方
か
ら
拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

や
は
り
被
曝
線
量
と
診
断
価
値
、
換
言
す
れ

ば
リ
ス
ク
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
ど
う
評
価
す
る

か
で
あ
り
ま
す
。
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会

（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
は
「
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
が

明
ら
か
な
行
為
に
放
射
線
被
曝
を
伴
う
場
合
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
行
為
を
不
当
に
制
限
す
べ
き

で
は
な
い
」
と
い
う
大
原
則
を
提
唱
し
、
行
為

の
正
当
化
、
放
射
線
防
護
の
最
適
化
、
線
量
限

度
を
放
射
線
防
護
体
系
と
し
て
い
ま
す
。
安
易

に
施
行
さ
れ
て
い
る
現
状
も
あ
り
ま
す
が
、
線

量
低
減
シ
ス
テ
ム
な
ど
装
置
開
発
の
発
展
や
、

技
術
的
な
創
意
工
夫
に
よ
り
近
年
格
段
に
被
曝

線
量
が
減
少
し
て
い
る
現
状
も
踏
ま
え
、
先
生

方
に
は
そ
の
適
応
の
可
否
を
患
者
様
に
お
示
し

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

一
方
、
②
に
関
し
て
は
、
目
的
以
外
の
想
定

外
の
重
要
所
見
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
、
「
幸

い
と
と
る
か
災
い
か
」
、
「
患
者
に
知
ら
せ
る

べ
き
か
否
か
」
、
「
目
的
外
の
所
見
は
不
問
に

す
べ
き
か
」
、
「
い
か
な
る
ガ
ン
も
早
期
発
見

の
意
義
を
有
す
る
」
、
「
知
ら
せ
な
か
っ
た
場ＣＴ検査の現状や放射線被曝の危険性等について真剣な討議がなされた

合
に
は
訴
訟
へ
発
展
」
な
ど
と
、
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
の
考
え
方
に
つ
い
て
ご
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
主
病
変
以
外
の
所
見
に
読
影
医
の
目

が
届
い
て
い
な
い
、
想
定
外
所
見
を
見
つ
け
た

と
し
て
も
依
頼
医
が
レ
ポ
ー
ト
を
見
て
い
な
い

こ
と
に
端
を
発
す
る
問
題
で
し
ょ
う
が
、
イ
ン

シ
デ
ン
ト
を
未
然
に
抑
止
す
る
シ
ス
テ
ム
が
未

整
備
で
あ
る
こ
と
や
、
読
影
レ
ポ
ー
ト
が
出
来

上
が
る
前
に
患
者
様
に
は
次
の
診
療
へ
進
ん
で

い
る
な
ど
、
ま
さ
に
医
療
構
造
の
弱
点
を
ま
ざ

ま
ざ
と
露
呈
し
て
い
ま
す
。

本
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
司
会
進
行
役
を
務

め
る
に
あ
た
り
、
各
専
門
分
野
の
ご
専
門
の
先

生
方
に
は
、
放
射
線
画
像
診
断
の
あ
り
方
か
ら

放
射
線
被
ば
く
に
至
る
ま
で
ご
吟
味
い
た
だ
き
、

活
発
な
ご
意
見
を
交
わ
さ
れ
る
お
姿
に
敬
服
い

た
し
ま
す
。
今
後
と
も
先
生
方
か
ら
の
ご
視
線

か
ら
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
頂
戴
で
き
れ
ば
幸

い
に
存
じ
ま
す
。

【
医
療
法
人
明
和
病
院

診
療
放
射
線
技
師
・

放
射
線
取
扱
主
任
者

樽
岡
照
知
】

◆日 時 ２月２３日(土)・２４日(日)
◆会 場 芦屋公民館218講義室（芦屋市民センター別館）
◆プログラム

<１日目> 午後３時～６時
＊保険診療とは ＊窓口業務 ＊点数の解説
＊薬剤料の計算 など

<２日目> 午前10時～午後３時
＊診療報酬請求の実務
＊レセプト作成実習と解説（外来分）

◆参加費 8,000円（資料代、お弁当代を含む）

（芦屋会場・医科）



（2）2019年2月15日 （毎月3回5・15・25日発行） 兵庫保険医新聞 （昭和43年6月12日第三種郵便物認可 年間購読料 12，000円）号外

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
１
月
25
日
（
金
）
に
西

宮
医
療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
４
人
が
参

加
し
た
。

【
報
告
】

①
支
部
忘
年
会
（
12
・
29
）

【
予
定
・
企
画
】

①
第
11
回
被
災
地
交
流
／
物
産
・
物
品
展
（
２
・

23
）

②
保
険
請
求
事
務
講
習
会
（
芦
屋
会
場
）
（
２
・

23
～
24
）

③
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会
（
３
・

15
）

【
予
定
・
企
画
（
日
時
未
確
定
）
】

①
第
36
回
漢
方
研
究
会

【
協
会
・
保
団
連
行
事
】

①
第
35
回
地
域
医
療
を
考
え
る
懇
談
会
（
神
戸

北
）
（
３
・
23
）

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
4
金
曜
日
で
す
。

支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

世
話
人
会
だ
よ
り

最後は参加者全員そろって記念写真の撮影

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
２
０
１
８
年
12
月
29
日
に

「
木
曽
路
」
西
宮
店
で
毎
年
恒
例
の
支
部
忘
年
会

を
開
催
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
の
鵜
飼

万
貴
子
弁
護
士
や
、M

e
d
i
c
a
l

E
n
g
l
i
s
h

のR
o
b
e
r
t

C
o
n
r
y

氏
な
ど
支
部
企
画
で
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
先
生
も
招
き
、
15
人
が
参
加
し
た
。

参
加
者
は
法
貴
憲
支
部
長
（
西
宮
市
・
法
貴
皮

膚
科
）
の
乾
杯
の
発
声
を
受
け
、
料
理
を
囲
ん
で

交
流
を
深
め
た
。

料
理
を
囲
み
思
い
思
い
に
一
年
を
振
り
返
る

※上記企画についてのお問合せは、協会事務局 TEL.078-393-1840（山田・岡林・冲野）まで

司
会
は
今
回
も
伊
賀
幹
二
先
生
（
西
宮
市
・
伊

賀
内
科
循
環
器
科
）
が
務
め
、
参
加
者
が
一
年
間

に
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
と
保
険
医
協
会
へ
の
要
望
を

発
表
す
る
ス
ピ
ー
チ
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
今
回
も
一
年
間
の
支
部
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
ま
と
め
た
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
。
各
企
画
を

担
当
し
た
先
生
が
思
い
思
い
に
支
部
の
活
動
を
振

り
返
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
忘
年
会
と
な
っ

た
。

東日本大震災と熊本地震の被災地への支援

と地域交流のため、岩手県宮古市の「かけあ

しの会」の物産品販売・展示会を開催いたし

ます。

ご家族、スタッフ、患者さんやお知り合い

など、みなさまお誘い合わせのうえ、ぜひお

気軽にご参加ください！

※熊本県南阿蘇村の低農薬

野菜や、岩手県藤沢「ち

くちく工房」のバッグ、

宮城県気仙沼の復興住宅

から手作りの手籠なども

販売します。

第11回被災地交流/物産・物品展

＜「かけあしの会」とは？＞

かけあしの会は、被災者のみなさんのため

に、スピードを上げて行動し「目となり、耳

となり、口となり、共に動き考える」愛のあ

る経済活動を進めるグループとしてスタート。

継続的な地域貢献を果たすべく、2015年5月

株式会社化して日本各地で物産品を展示・販

売しています。

〒027-0052 岩手県宮古市宮町二丁目2番6号

TEL/FAX 0193-65-7181

https://store.shopping.yahoo.co.jp/kak

eashinokai/

料理を囲み、法貴支部長の発声で乾杯する参加者

東日本大震災・熊本地震


